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核融合炉のプラズマ対向壁における水素同

位体吸蔵は、プラズマ密度制御や対向材へのト

リチウム保持を考慮する上で重要な課題であ

り、壁表面の水素同位体除去の為に多くの装置

で放電洗浄が行われてきた[1, 2]。放電洗浄には

希ガスや水素などが用いられるため、水素及び

希ガスプラズマ照射下での水素同位体挙動を

観察することは極めて重要である。そこで本研

究では、イオンビームを用いたその場計測装置

PS-DIBA[3]を用いて、水素プラズマ照射下での

重水素脱離挙動を観察した。

本実験では、イビデン株式会社製の等方性黒

鉛ETU-10（φ30 mm×5 mm）を空冷機構付試料

台に設置し、試料温度を350 Kに保ちながら重

水素プラズマを照射した。重水素照射の停止後

は、バイアス電圧印加による電子加熱で試料温

度を維持し、その後水素プラズマを照射した。

重水素粒子束は8.7×1017 cm-2s-1、水素粒子束は

2.1×1017 cm-2s-1、1.2×1018 cm-2s-1、2.8×1018 cm-2s-1

の各条件で行った。これらのプラズマ照射下で、
3He+ビームを用いた核反応分析法（NRA）を行

い、重水素吸蔵量を計測した。試料温度計測に

は熱電対を、プラズマパラメータ計測にはスキ

ャニングプローブを用いた。

Fig. 1に、水素粒子束が2.8×1018 cm-2s-1のとき

の重水素吸蔵量の時間変化を示す。図の斜線部

分では重水素及び水素プラズマ照射を行って

おり、それ以外では電子加熱を行い表面温度を

一定に保っている。重水素吸蔵量は重水素プラ

ズマ照射によって増加し、30分後に飽和した。

照射を停止すると吸蔵量は急激に減少してお

り、この減少量が動的吸蔵量にあたると考えら

れる[4]。その後水素プラズマを照射すると、重

水素吸蔵量は徐々に減少した。一方、水素プラ

ズマ照射後に再度重水素プラズマを照射した

際、重水素吸蔵量が水素プラズマ照射前より増

加していた。これは、水素プラズマ照射によっ

て重水素の再結合係数、もしくは拡散係数が変

化した可能性がある。また、各水素粒子束での

重水素吸蔵量の減少を比較した結果をFig. 2に
示す。吸蔵量の減少は指数関数的であり、水素

粒子束の増加とともに減少率が大きくなった。

Fig. 1 重水素吸蔵量の時間変化

Fig. 2 水素照射時の重水素吸蔵量の減少
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